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研究成果の概要： 

本研究は，教員それぞれの ICT 活用指導力に応じた研修を実現するために，学校現場の教員の

ICT 活用指導力の現実性に着目し，特に ICT 活用初心者に対するコンサルテーションを開発し

検証することを目的とした．いくつかの調査結果をもとに，ICT 活用実践に対するコンサルテ

ーションシステムを検討した．学校現場への ICT 活用の普及の現状から考え，Web 上のシステ

ムとして公開することよりも，出版物として世にアピールする方が所与の目的に寄与すると判

断し，研究成果を出版物にまとめた．また，研究の経緯や成果については，国内外の学会で積

極的に報告した． 
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研究分野：総合領域 
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１．研究開始当初の背景 
 

教育の情報化は世界的な課題である．我が
国でも，政府によって「教育の情報化」が推
進されてきており，2005 年度までに全ての教
室に 2台のコンピュータが整備され，高速回
線によりインターネットが利用できる環境
が完成するよう，多額の地方交付税予算が措
置されてきた．これらは，すべての教員が ICT
やデジタルコンテンツを活用した「わかる授

業」を実現し，児童生徒の学力を保証するた
めである． 

しかしながら学校現場では，ICT やデジタ
ルコンテンツを活用した「わかる授業」は，
まだ十分に普及していない．情報教育等を研
究している一部の ICTに詳しい教員のみに留
まっており，政府や文部科学省の期待する普
及度まで現状ではほど遠い． 
学校現場への ICT整備が物理的に進んでい

るにも関わらず，それが ICT を活用した授業



の実施にダイレクトに結びついていない要
因の 1つに，教員の ICT 活用指導力の育成の
不十分さが挙げられる． 

学校完全五日制の実施に伴い，教員研修に
割かれる時間は減少を続けている．また，教
育の情報化以外にも，キャリア教育などの教
育課題は年々増加している．このような状況
の中，仮に教育の情報化の研修の時間を確保
できたとしても，そこでは情報モラル教育な
ど喫緊の課題もあり，教員の ICT 活用指導力
の育成のための研修の時間は激減している
と言っても過言ではない． 

以上より，従来の研修の方法および体制で
は，今後も教員の ICT 活用指導力の育成を期
することは極めて困難であることが予想さ
れる．そこで，今日の教員の ICT 活用の実態
を明らかにし，その上で研修等についての新
しい方法を戦略として見出す必要がある． 
 
 
２．研究の目的 
 
(1) 一斉授業の授業過程における ICT活用の
目的・頻度・タイミング 

日常的に ICT を活用している教員が，一斉
授業における授業過程の中で，授業のどのタ
イミングで，どのぐらいの時間，何回に渡っ
て ICT 活用しているかを明らかにする． 
 
(2) ICT 活用初心者教員に ICT 活用実践を普
及させる戦略 

ICT 活用初心者教員に対して，ICT 活用実
践を普及させる戦略を，プロジェクタ活用の
有効感に関する調査，ICT 活用に関する研修
において効果のあったと感じる働きかけの
調査の 2つの調査の結果に基づいて提案する． 
 
 
３．研究の方法 
 
(1) 一斉授業の授業過程における ICT活用の
目的・頻度・タイミング 

5 学年担任の教員 8 名，6 学年担任の教員
10 名の計 18 名を対象とした．対象とした 18
名の教員歴の平均は16.8年（標準偏差5.2），
ICT 活用指導歴の平均は 3.9 年（同 1.9）で
あった． 

小学校の標準的な１単位授業時間分（45
分）の授業内容を 4種類指定した．授業方法
には ICT を活用することを指定し，日常的に
行っている指導方法のうち，それぞれの教員
にとって最も優れていると考える方法で指
導するように伝えた．それ以外の授業方法つ
いては指定を行わなかった． 

ICT 活用のタイミングと時間幅，ICT を活
用した目的，使用した ICT 機器の 3つを調査
した． 

教員らに調査用紙を送付した．それぞれの
担当学年に該当する 2つの授業内容の実施を
依頼した．教員らは，授業終了後に調査用紙
に記入し返送をした． 
 
(2) ICT 活用初心者教員に ICT 活用実践を普
及させる戦略 
プロジェクタ活用による授業場面 150事例

を収集した． 
これらの事例に対し，個々に教科，プロジ

ェクタへの接続機器，投影物，投影内容の属
性を付与し，それらの分布をもとに，質問紙
による調査の現実的な分量を想定し，28の授
業場面を選定した． 
選定した 28 の授業場面に対し，写真，プ

ロジェクタ活用意図の解説，有効感を 4段階
で尋ねる質問を加え，調査用紙を作成した． 

プロジェクタ活用の有効感に関する調査
は，全国の情報教育担当指導主事 2名と情報
主任等を担当している教員 16 名に，各市・
各校の小学校教員への調査用紙の配布・回収
を依頼し実施した．その結果，小学校教員 183
名から回答を得た． 
回答に欠損のない 160名分の回答を分析対

象とし，◎を 4点，○を 3点，△を 2点，×
を 1点とし，160 名の評定平均を求めた． 
ICT 活用による学習指導を進めてきた教員

17 名と，ICT 活用指導力の向上のための教員
研修を担当してきた指導主事等 9名の，計 26
名に対して調査を行った．調査対象の教員や
指導主事は，日本教育工学会，全日本教育工
学研究協議会等で実践研究を発表している
者，この分野の現場教員向けメジャー誌であ
る学研「NEW 教育とコンピュータ」等に掲載
されたことのある者の中から依頼した．教員
の所属校種は小学校または中学校であった．
26 名のうち 1名（教員籍ではない情報教育ア
ドバイザー）を除いた 25 名の教員経験の平
均年数はおよそ 18 年であった．26 名の ICT
活用指導経験の平均は 9年強であった．指導
主事等の経験年数は，教員経験の年数には加
えていない． 
26 名の調査対象者に対して，ICT 活用指導

力向上のための研修において効果のあった
と感じる働きかけを列挙して欲しいという
説明を行った．調査対象者は，質問への回答
を箇条書きにし，電子メールとして返信した． 
26名の調査対象者の中から選ばれた5名の

分類担当者を集め，得られた結果の分類作業
を行った．分類担当者の 5名は，調査対象者
26名のうちICTインフラの整備が先進的に進
んでいる県の教員および指導主事等を選ん
だ．分類担当者の 5名は回収された項目を名
刺サイズのカードに印刷し，KJ 法を参考に分
類作業を行った．まず，5 名で話し合いなが
ら，関連性のあるカードを重ねていき，束を
作った．次に，その束ごとに，内容を表す見



以上より，ICT 活用初心者教員に ICT 活用
実践を普及させる戦略として，彼らの学習指
導経験が転移しやすい授業場面の提供と同
時に ICT活用の際のフォローを行う体制の整
備が不可欠であると考えられた． 

出しを付けた．さらに，親近性のある見出し
同士をまとめ，そのまとめを表す大見出しを
付けた． 
 
 

 ４．研究成果 
 
(1) 一斉授業の授業過程における ICT活用の
目的・頻度・タイミング 

日常的に ICT活用を行っている教員を対象
とし，一斉授業の授業過程における ICT 活用
の目的・頻度・タイミングについて調査した．
その結果，次の点が明らかとなった． 
１）1 単位授業時間(45 分)の中で，ICT 活用
を平均 3.3 回行っており，ICT 活用の時間の
平均は 19.0 分であった．授業の最初の 5 分
間で ICT 活用が行われていた授業は 83%であ
るが，その後に ICT 活用が行われた授業は常
に半数前後であった． 

 
図 2 教員歴×ICT 活用指導経験における授
業場面の評定平均の比較 
 
これらの研究成果をもとに，ICT 活用実践

に対するコンサルテーションシステムを検
討した．学校現場への ICT 活用の普及の現状
から考え，Web 上のシステムとして公開する
ことよりも，出版物として世にアピールする
方が所与の目的に寄与すると判断し，研究成
果を出版物にまとめた．また，研究の経緯や
成果については，国内外の学会で積極的に報
告した． 

２）ICT 活用の目的は，導入では課題の提示，
展開では教員の説明資料，まとめでは繰り返
しによる定着が最も多かった． 
３）教員が活用する ICT 機器は，プロジェク
タが最も多く，次いで実物投影機，コンピュ
ータの順であった．４）ICT 活用の目的と教
員が活用する機器の間には明確な一致が見
られなかった． 
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